
令和４年１月16日気象庁は次の発表をしました。

「令和４年１月15日13時頃のトンガ諸島付近のフンガ・
トンガ-フンガ・ハアパイ火山の大規模噴火に伴う潮位変
化について」

https://www.jma.go.jp/jma/press/2201/16a/kaisetsu202201160200.pdf

「YACかわら版203」では 西之島の仲間フンガ・トン
ガ島とフンガ・ハアパイ島としてトンガの海底火山を紹介
しています。これからは「フンガ・トンガ-フンガ・ハア
パイ火山」とします。この海底火山周辺は気象衛星ひまわ
り8が、10分毎に観測しています。

この冬フンガ・トンガ-フンガ・ハアパイ火山は、12月
20日噴火、1月13日噴火を記録していました。噴火はだん
だん大規模になり、1月15日4.27UTC噴火・津波を引き起こ
しまた。1月13日の噴火もかなりの規模でした。

フンガ・トンガ-フンガ・ハアパイ火山

2022年1月15日04:30UTC

右上図表2022/1/16 産経新聞
https://www.sankei.com/article/20220116-EZU2TNCTTBMOLBLLZA5BFIXE7A/

釧路

噴火1月15日13.27（日本時）

釧路1月15日20.52（日本時）

©Tonga Geological Services

センチネル３ 2021-12-20 センチネル３ 2022-01-13

フンガ・トンガ-フンガ・ハアパイ火山

2022年1月19日



水深データを使用して、
海面下の巨大なカルデラ
（直径約5km)を明らかに
した3Dモデル

https://mobile.twitter.com/fruys/status/1482845290369536000フレデリック・ルイス
@fruys

凡例（ｍ）

フンガ・トンガ-フンガ・ハアパイ火山周辺

NOAAの水深データの
EISEIによる色分け

フンガ・トンガ-フンガ・
ハアパイ火山

海底火山の周
辺は深海です

2015年11月に実施された海底のソナー調査結果

https://eos.org/science-updates/new-
volcanic-island-unveils-explosive-past

©Simon Barker

専門家はカルデラ
縁に沿った過去の
噴火の跡がはっき
りと見えると説明
しています

海面下の巨大なカルデラが今回の大
規模噴火に関係しているのではない
かという報道があります。
今後活動が安定したら調査が行われ
るでしょうね。



1月15日の16時10分～20時50分のひ
まわり8号のB08画像を加工して日本
時間20時40分頃のトンガ諸島の火山
噴火による空振の到着が見えるよう
にされています。同心円の模様が何
重にも連なっています
すごいことをされる方がいます。

トンガ諸島の火山噴火による空振の可視化

@TransTerraScape

https://twitter.com/i/status/1482704383532224516

噴火：日本時間13時10分頃

日本時間20時40分頃

日経新聞「100年に1度」大噴火衝撃波が太平洋
揺らす」記事中の奄美の潮位と海面気圧
https://www.nikkei.com/telling/DGXZTS00000720W2A110C2000000/

空振とは…

河北新聞「海面変動の原因は『空
振』？ 噴火で空気の圧力変化」

https://news.yahoo.co.jp/articles/13c9111cdc48a
7aeb1a5968fb1ab9d65bcbea58c/images/000

噴火によって、約
8000㎞離れた日本ま
で7 時間30分で空振が
届いています。
→ 時速約1067㎞！

15℃、1013 hPaの空気
中での音速→

1225 km/h
津波の速さは、水深
5000m地点→

約800km/h
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2021-12-22

2022-01-03 2022-01-15
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planet/twitterから

1月15日02:25

分解能85cmスカイサット画像

1月7日

2021年11月17日

火山灰により島の面積が4
割以上拡大したように見え
るという見解もあります

2022年1月17日 23 59

今回の噴火2時間前

2017年頃～この状態

面積が広い頃

1月17日 センチネル２

センチネル１画像のERCの説明

衛星画像でみる変化

https://erccportal.jrc.ec.europa.eu/ECHO-Products/Maps#/maps/latest

AWS-IW-VVVH_VV_-_decibel_gamma0_-_orthorectified

センチネル１画像（2017～）

センチネル２最新画像

約2.2㎞



ERCC-緊急対応調整センターDG ECHO Daily Map1月17日

YACかわら版でラ・パ
ルマ島の火山噴火
やオーストラリア
の水害などの被害
地図を紹介したコ
ペルニクス緊急
マッピングサービ
スEMSR558が今回
の津波情報を整理
しました。
ヌクアロファ島・
リフカ島等関係国
が多くあります。

原典構成を変更・加筆しています
https://erccportal.jrc.ec.europa.eu/ECHO-Products/Maps#/maps/latest

津波の伝わる時間

プレート境界

国境

火山位置

津波の高さ

1月15日 06:10 UTCひまわり８

約470㎞

2021年12月20日噴火
2022年1月13日噴火

1月15日4.27UTC噴火
津波を引き起こした

約35㎞



https://himawari8.nict.go.jp/ja
/himawari8-image.htm

「ひまわり8号リアルタイムWeb – NICT」の活用 過去データも調べられます
バンド別データも確かめられます
色合成済みデータダウンロードできます

① webサイトにアクセス

② 最新のデータ日

時が表示されています
月日をクリック

1月15日14:00（日本時）のひまわり８データを調べます

韓国のGK-2A、 日本のひまり8、アメリカGOES-17

https://twitter.com/simon_sat/status/1482412149897142284

噴火を観測した世界の気象衛星
サイモン・プラウド@simon_sat

報道されているよ
うな画像作成を追
体験できます

https://himawari8.nict.go.jp/ja/himawari8-image.htm


「ひまわり8号リアルタイムWeb – NICT」の活用 ひまわり8の16のバンド毎のデー
タを確かめることができます

①

②

③バンド別画像④

④範囲/期間を設定し画像をダウンロード

位置情報はありません



気象衛星センター
http://www.data.jma.go.jp/mscweb/
data/himawari/sat_img.php

Meteorological Satellite Center of JMA

RGB 合成画像は、赤、緑、青に分光
された画像を色合成します

ひまわリアルタイムイメージ

＊参考資料 B03（可視）
B08（水蒸気）
B07（短波赤外線）
日中雲判別RGB
夜間雲判別RGB
空気団RGB
日中雪霧RGB
ナチュラルカラーRGB
トゥルーカラRGB
トゥルーカラー（拡張）RGB
トゥルーカラ再現画像RGB
日中対流ストームRGB
サンドイッチ
B03とB13の組合せ
夜のB03とB13
豪雨の可能性のある地域

参 考
24時間以内であれば各
種RGB画像入手可能

メ モ
・マニュアルは掲載されていません
・ここの説明外の機能があります
・分析可能データ利用期間は24時間
・分析データは画面キャプチャー
・＊参考資料には多数リンク先にあります
・トンガ地域は「Pacific Islands 3」です
・無料・無登録サイトです

いろいろ操作して確かめてください

Band内容

バンド内容

データ範囲



Day Convective Storm RGB 日対流ストーム

トゥルーカラー再現
True Color Reproduction Image

強い上昇雲

自然な見え方

Dust RGB ダストRGB
＊黄砂や火山灰等を判別

＊操作例

フンガ・トンガ＝フンガ・ハアパイ

・このサイトの時刻は協定世界時です
・表記はすべて英語です
・この季節の日本周辺の雪や、これからの流氷名等を
題材にこのサイトに慣れてください

・画像を分析するとき、人々の生活や社会活動を分析の
視座にしたいものです。



トンガタプ島の被害 左1月17日←→ 右12月28日 センチネル２
トンガタプ島北のアタタ島
テーマVegetation and Forestry 色合成Barren Soil

トンガタプ島港湾施設近く テーマUrban 色合成Green City

トンガタプ島西北岬 テーマAgriculture 色合成Agriculture
ファアモツ国際空港 トゥルーカラ

島中央部のカナティーア島周辺 テーマOcean and Water Bodies色合成ユリシス水質①

②

③

④

⑤

分析位置

赤は不毛の土地になっ
たことを示します

緑は緑地です。都市部の緑地部
分が津波でなくなっています

雲が多く鮮明ではありませんが、
カナティーア島周辺にまで津波
が入ったようです

作物は鮮
やかな緑
色で現れ
ます津波
後はマゼ
ンタにな
り作物は
なくなっ
ています

滑走路には火山
灰等があり使用
不能と伝えられ
ていますが……



「西之島新島」がニュースになっていた頃トンガ王国でも海底火山の爆発
がありました。トンガは火山の多いことでも知られています。
産総研の火山衛星データベースを開いても火山が筋状に並んでいることが確
かめられます。（どうして筋になっているのかな？）
その中にフンガ・トンガ島とフンガ・ハアパイ島があります。2015年以降

の観測データでは2つの島は陸続きです。この2つの島は
2009年3月以降の噴火活動でできたそうです。（この時期まで

トンガ周辺はランドサットの通常観測対象外だったようです）

2014年以降センチネル２とランドサット８が
観測を続けています。

2021-09-192014-12-21

フンガ・ハアパイ島

フンガ・トンガ島

西之島

約7000㎞

©NOAA

https://gbank.gsj.jp/vsidb/image/

©gsj.jp

トンガ本島

https://youtu.be/ixvk3NWZPjw

2014年12月に生まれました部分

フンガ・ハアパイ島

フンガ・トンガ島

「NASA作成の新しい島説明動画」
新しい土地での「生命」にNASAは関心があります

2021-09-19
フォルスカラー

2015年1月末で活動を休止した
ので植物が広がっています

標高149ｍ
標高128ｍ

新しい火山

フォルス画像の赤部分

＊上図はイメージです

火山衛星画像データベース
トンガ周辺

小さな海底火山

新しい陸地部分は波で洗われ消失すると思
われていましたが、現在も残っています海底火山の活動が始まっています

海はにごっ
ています

2つの島も西之島と
ほぼ同じ大きさです

2009-02-14
一番古い観測データ

トンガ島

ハアパイ島センチネル７の観測は欠
けている部分があります

YACかわら版203 再録


